
6月27日（金）　島小4年生ラベンダースティック作り体験 

8 August2003

わしま 
広  報 

8月 の主な行事 
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　７月16日（水）、落水海水浴場に
おいて、海開きが開催され、編集
者も取材に行ってきました。安全
祈願の時間には日も当たり、夏ら
しい日差しの中で行なわれました。
７月の前半は寒い日が続き「こん
なに寒いのに海開きしてもいいの
かな？」と疑問に思っていました
が、16日を境に気温もあがり、よ
うやく夏の季節がやってきたと実
感しました。�さて残念ながら昨
年は多くの水難事故が発生しまし
た。これから夏休み本番です。小
中学生はもとより、大人も、自分
の泳力を過信してはいけません。
せっかくの夏休みです。海で遊ん
だ楽しい思い出を持って無事に家
に帰れるようにしましょう。 
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○航空防除 

○第34回村民野球大会 
○海洋教室 

○夏の交通事故防止運動 

○いきいき健康教室（Ｂ＆Ｇプール） 
○シルバー年知らず教室 

○心配ごと相談 

○少年教室村外研修 
○配食サービス 

○いきいき健康教室（Ｂ＆Ｇプール） 

○夏祭り（保育所・幼稚園） 
○ちびっこ体育教室 

○環境美化運動 
○体育館一般開放日 

○三種混合予防接種 
○シルバー年知らず教室 

○心配ごと相談 

○配食サービス 

○成人式(保健センター) 
　　［昭和57.4.2～58.4.2］ 

○弓踊り行列 

 ○結核・肺がん検診 
○めだか教室（Ｂ＆Ｇプール）22日まで 

○結核・肺がん検診 
○心配ごと相談 

○結核・肺がん検診 
○配食サービス 

○少年教室 

○ちびっこ体育教室 
○療育プレイ教室 

○体育館一般開放日 

○心配ごと相談 

○乳児検診 
○配食サービス 

○シルバークッキング教室 

　今月のもう一枚は島田小学校４
年生がラビットファームでラベンダー
スティックを作っているところの
写真です。 
　男の子が楽しそうにスティック
を作っている様子がわかると思い
ます。 
　最初は長机に一列に並んで、作
業を始めたため、上のアングルか
らしか写真が撮れませんでした。 
　しかし時間が経つにつれ、子供
たちが席を立ちはじめたため、「チャ
ンス！」とばかりに空いた席前に
立ち撮影しました。 
　今月はこうしてすばやく撮影し
たものの一枚です。 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 1 2 5人（－２人） 
　●男　2 , 4 7 5人（－２人） 
　●女　2 , 6 5 0人（±０人） 
世帯数　1 , 3 1 4戸（＋２戸） 

※６月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成15年８月１日発行　№360 
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お問合せ先 

総務省・住民基本台帳ネット 
　　ワークシステム推進協議会 

http://www.soumu.go.jp 
　　　 /c-gyousei/daityo/ 
 

和島村役場住民課 

（�74－3111） 

用
語
解
説 

用
語
解
説 

保
有
す
る
情
報
や
利
用
目
的
を 

法
律
で
限
定
し
て
い
ま
す 

外
部
か
ら
の
侵
入
と
内
部
の 

不
正
利
用
を
防
止
し
て
い
ま
す 

住
民
票
コ
ー
ド
は
利
用
が 

限
定
さ
れ
て
い
ま
す 

【
内
部
の
不
正
利
用
の
防
止
】 

①
通
常
よ
り
重
い
刑
罰 

　
地
方
公
共
団
体
・
指
定
情
報
処
理
機

関
・
本
人
確
認
情
報
の
受
領
者
（
行

政
機
関
）
の
シ
ス
テ
ム
操
作
者
に
守

秘
義
務
を
課
し
、
刑
罰
を
加
重
し
ま

す
（
通
常
は
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
３
万
円
以
下
の
罰
金
の
と
こ
ろ
を

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
）
。
ま
た
、
委
託
業

者
が
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
も
、
同

じ
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。 

②
操
作
者
の
厳
格
な
確
認 

　
地
方
公
共
団
体
・
指
定
情
報
処
理
機

関
・
本
人
確
認
情
報
の
受
領
者
（
行

政
機
関
）
に
お
い
て
、
操
作
者
識
別

カ
ー
ド
や
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
厳
格

な
確
認
を
行
い
、
正
当
な
シ
ス
テ
ム

操
作
者
だ
け
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
操

作
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
操
作

者
ご
と
に
住
基
ネ
ッ
ト
が
保
有
す
る

デ
ー
タ
へ
接
続
で
き
る
範
囲
を
限
定

し
ま
す
。 

③
使
用
記
録
を
保
存 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
記
録
を
保
存

し
、
監
視
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

い
つ
、
だ
れ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
用
し
た
の
か
、
追
跡
調
査
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

④
自
己
に
本
人
確
認
情
報
の
提
供
状
況
を
開
示 

　
住
民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
都
道

府
県
知
事
か
ら
自
己
の
本
人
確
認
情

報
の
提
供
状
況
を
開
示
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
ま
す
。 

    

①
民
間
部
門
で
は
住
民
票
コ
ー
ド
を
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん 

　
民
間
部
門
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
利
用

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
民
間
部
門
が
住
民
票
コ
ー
ド

の
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
し
た
り
、
契
約
に
際
し
住
民
票
コ
ー

ド
の
告
知
を
要
求
す
る
と
刑
罰
（
１

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
 50
万
円
以
下

の
罰
金
）
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。 

②
行
政
機
関
の
利
用
の
限
定 

　
行
政
機
関
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
利
用

す
る
こ
と
も
法
律
に
よ
り
具
体
的
に

限
定
し
て
い
ま
す
。 

③
住
民
票
コ
ー
ド
は
変
更
可
能 

　
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
無
作
為
番
号
で
、

住
民
の
申
請
に
よ
り
、
い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
。 

               

【
指
定
情
報
処
理
機
関
】 

　
都
道
府
県
の
本
人
確
認
情
報
の

処
理
事
務
の
一
部
を
行
な
う
た
め

に
総
務
大
臣
に
指
定
さ
れ
た
機
関

の
こ
と
で
す
。
現
在
、
財
団
法
人

地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
本
人
確
認
情
報
】 

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
都
道
府
県
、

指
定
情
報
処
理
機
関
に
記
録
・
保

存
さ
れ
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
に

提
供
さ
れ
る
情
報
で
す
。
こ
れ
は

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
民
票
コ
ー
ド
と
そ
れ
ら
の
変
更

情
報
に
限
ら
れ
ま
す
。 

 

【
住
民
票
コ
ー
ド
】 

　
国
民
１
人
ひ
と
り
に
割
り
振
ら

れ
る
 11
桁
の
番
号
で
す
。
昨
年
８

月
に
役
場
よ
り
送
付
し
て
い
ま
す
。

民
間
が
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
で
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
最
も

重
要
な
課
題
と
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
国
際
的
な
基
準
を
十
分
踏
ま
え
た
上

で
、
制
度
面
、
技
術
面
及
び
運
用
面
で

十
分
な
対
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

①
保
有
情
報
の
限
定 

　
都
道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機
関
が

保
有
す
る
情
報
は
、
４
情
報
（
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
）
、
住
民

票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
に

法
律
で
限
定
し
て
い
ま
す
。 

②
利
用
目
的
の
限
定 

　
都
道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機
関
が

情
報
提
供
を
行
な
う
行
政
機
関
の
範

囲
や
利
用
目
的
を
法
律
で
具
体
的
に

限
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機

関
が
提
供
さ
れ
た
情
報
を
目
的
外
に

利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

③
国
・
県
の
保
有
情
報
の
限
定 

　
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
転
入

転
出
手
続
の
簡
素
化
の
際
に
は
、
市

区
町
村
間
で
、
続
柄
等
の
情
報
も
送

信
さ
れ
ま
す
が
、
都
道
府
県
や
指
定

情
報
処
理
機
関
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

保
有
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

通
過
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん 

    

【
外
部
か
ら
の
侵
入
の
防
止
】 

①
不
正
侵
入
防
止
の
シ
ス
テ
ム 

　
専
用
回
線
の
利
用
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー

ル
※
・
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
侵
入
検
知
装
置
）

の
設
置
に
よ
り
、
不
正
侵
入
を
防
止

し
て
い
ま
す
。 

（
※
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
い
て
不
正
侵
入
を
防
御
す
る

電
子
計
算
機
） 

②
情
報
の
暗
号
化 

　
通
信
を
行
な
う
際
に
は
、
デ
ー
タ
を

暗
号
化
し
ま
す
。
ま
た
、
通
信
相
手

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
正
当
性
を
確
認

し
て
か
ら
通
信
を
行
な
う
こ
と
に
よ

り
、
通
信
相
手
の
な
り
す
ま
し
を
防

止
し
て
い
ま
す
。 

③
個
人
情
報
保
護
を
最
優
先 

　
万
が
一
の
場
合
は
、
「
緊
急
対
応
計

画
」
に
基
づ
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

運
営
を
停
止
す
る
な
ど
、
個
人
情
報

保
護
を
最
優
先
し
て
運
営
を
行
な
い

ま
す
。 
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は 

８
月
25
日
住
基
ネ
ッ
ト 

第
２
次
サ
ー
ビ
ス
開
始 

全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
自
分 

の
住
民
票
が
取
れ
る
よ
う
に
な 

り
ま
す
。 

引
越
の
手
続
き
で
窓
口
に
行
く 

の
は
転
入
時
１
回
だ
け
で
済
み 

ま
す 

 

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け 

 

て
い
る
場
合 

（ 

　
　
　
　
　 

） 

○高度にセキュリティ機能を備えたＩＣカードを採用します 
○それぞれの利用目的ごとに、正当なカード利用者かどう
かの確認を利用者自身が入力するパスワードにより行
ないます 

　
８
月
 25
日
よ
り
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
第
２
次
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
『
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
』
、
『
転

入
転
出
の
簡
素
化
』
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
『
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
』

も
登
場
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
行
政
事
務
の
申
請
・
届
出
を
行
な
え
る

電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
実
現
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。 

　
今
月
は
住
基
ネ
ッ
ト
第
２
次
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

                

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
と
は
、 

①
氏
　
名 

②
生
年
月
日 

③
性
　
別 

④
住
　
所 

⑤
住
民
票
コ
ー
ド 

⑥
こ
れ

ら
の
変
更
情
報 

　
以
上
６
つ
の
情
報
に
よ
り
全
国
共
通

の
本
人
確
認
を
可
能
と
す
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
も
の
で
す
。 

　
行
政
機
関
（
国
・
地
方
公
共
団
体
）

で
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
か
ら
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
住
所
な
ど
の
本
人
確
認
情
報
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
は
平
成
 14
年
８
月
に
和

島
村
役
場
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
通
知
票
を
な
く
さ
れ
た
方
は
再
発
行

致
し
ま
す
の
で
住
民
課
窓
口
ま
で
お

い
で
下
さ
い
。
（
免
許
証
等
の
身
分

証
明
の
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
） 

                     

現
在
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
、

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
で
し
か
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
全
国
の
市
区

町
村
の
間
で
住
民
票
の
情
報
の
や
り
取

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な

ど
（
本
人
の
写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
る

も
の
）
を
市
区
町
村
の
窓
口
で
提
示
す

る
こ
と
で
、
本
人
や
同
一
世
帯
の
住
民

票
の
写
し
（
戸
籍
の
表
示
を
省
略
し
た

も
の
）
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

           

　
現
在
、
引
越
の
場
合
に
は
、
ま
ず
、
住

ん
で
い
る
市
区
町
村
に
転
出
届
を
行
い
、

転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
上
で
、

引
越
先
の
市
区
町
村
に
転
入
届
を
行
な

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
は
確
実
な
本
人
確
認
が

出
来
る
た
め
一
定
の
事
項
を
記
入
し
た

転
出
届
を
郵
送
で
行
い
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
引
越
先
の
市
区
町
村
の
窓

口
で
提
示
し
て
転
入
届
を
行
な
う
こ
と

に
よ
り
、
引
越
の
場
合
に
窓
口
に
行
く

の
が
転
入
時
の
１
回
だ
け
で
済
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

 

※
転
出
届
は
転
出
す
る
前
に
市
区
町
村

窓
口
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
事
情
に
よ
り
住
所
を
移
す
ま
で
の
間

に
届
出
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
な
い
場

合
等
は
、
転
出
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

 14
日
以
内
で
あ
れ
ば
受
理
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
転
入

手
続
き
終
了
後
転
出
地
市
町
村
へ
返
納

し
て
く
だ
さ
い
。 

○
カ
ー
ド
内
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
票
コ
ー
ド
に
よ
り
、
住
基

ネ
ッ
ト
で
の
本
人
確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。 

　
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
転
入
転
出
手
続
の
簡
素
化
、
法

令
で
住
基
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
認
め
ら
れ
た
事
務
で
の
本
人
確
認

に
活
用
。 

○
写
真
付
き
を
希
望
し
た
場
合
は
、
公
的
な
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。 

○
将
来
的
に
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
秘
密
鍵
、
電
子
証
明
書

の
保
存
用
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。 

○
手
数
料
　
５
０
０
円 

○
有
効
期
間
は
発
行
し
た
日
か
ら
 10
年 

○
カ
ー
ド
交
付
に
は
申
請
か
ら
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。 

○
点
字
の
住
基
カ
ー
ド
も
発
行
で
き
ま
す
。 

※
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
窓
口
に
て
カ
ー
ド
一
時

停
止
の
届
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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トピックス 

か
な
う
と
い
い
ね
　
み
ん
な
の
願
い 
地
域
の
方
と
楽
し
く
交
流 

夏
休
み 

事
故
に
あ
わ
ず
に 

楽
し
く
す
ご
そ
う 

人
の
権
利
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

止
ま
っ
て
確
認
　
道
路
の
横
断
　
保
育
所
・
幼
稚
園
交
通
安
全
教
室 

さ
あ
始
ま
り
ま
す
夏
本
番
　
待
ち
に
ま
っ
た
海
開
き 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
を
十
分
堪
能 

　
7
月
 16
日

 （水）
、
落
水
海
水
浴
場
に
お

い
て
、
和
島
村
観
光
協
会
主
催
に
よ
る

海
開
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
村
長
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
ご
出

席
を
い
た
だ
き
泉
蔵
寺
住
職
が
安
全
祈

願
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
に
先
立
ち
、
海
岸
に
更
衣
室

や
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的
な
海

の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

　
海
で
泳
ぐ
こ
と
は
楽
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
同
時
に
事
故
の
危
険
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
海
水
浴
を
す

る
際
は
十
分
な
準
備
を
し
て
行
な
う
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

   

　
７
月
２
日

 （水）
、
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動

の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
”七

夕
の
集
い
“が
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
も
工
房
ゆ
き
わ
り
の
み
な
さ
ん

を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
、
一
緒
に
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
折
り
紙
な
ど
で
色
と
り

ど
り
の
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
出

来
上
が
っ
た
飾
り
は
玄
関
に
用
意
さ
れ

た
大
き
な
竹
に
飾
ら
れ
、
七
夕
の
歌
を

一
緒
に
歌
う
な
ど
季
節
行
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

　
子
ど
も
達
は
工
房
ゆ
き
わ
り
の
み
な

さ
ん
と
ひ
と
と
き
の
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

   

　
７
月
 10
日

 （木）
島
田
小
学
校
に
お
い
て
、

交
通
安
全
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
小
島
谷
駐
在
の
木
村
直
一
さ

ん
が
全
校
児
童
を
前
に
主
に
自
転
車
の

乗
り
方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は
、
ハ

ン
ド
ル
か
ら
片
手
や
両
手
を
離
し
た
り
、

傘
を
さ
し
て
運
手
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

大
人
の
中
に
、
片
手
信
号
を
あ
げ
る
人

が
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
自
転
車
が
ふ
ら

つ
き
ま
す
か
ら
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
事
故
に
あ
わ

ず
元
気
に
す
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

　
６
月
 28
日

 （土）
に
農
協
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
和
島
村
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
「
ゆ
き
わ
り
会
」
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
地
域
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
ゆ
き
わ
り
会
」
と
は
、知
的
障
害
児
・

者
を
も
つ
親
と
そ
れ
に
賛
同
す
る
方
で

構
成
さ
れ
る
会
で
、
平
成
９
年
に
結
成

さ
れ
た
会
で
す
。 

　
今
回
は
、
地
域
交
流
を
目
的
に
約
 30

人
が
参
加
。
最
初
に
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
で
軽
く
汗
を
流
し
た
後
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は
残

念
な
が
ら
雨
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
普
段
と
は
違
う
食
事
に
み
な
さ
ん

大
喜
び
。
「
よ
く
動
き
」
「
よ
く
食
べ
」

「
よ
く
笑
い
」
大
満
足
の
１
日
と
な
り

ま
し
た
。 

　
７
月
７
日

 （月）
北
辰
中
学
校
に
お
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
の
遠
藤
て
つ
子
さ
ん
が

人
権
作
文
の
募
集
を
兼
ね
講
演
会
を
行

な
い
ま
し
た
。 

　
遠
藤
さ
ん
は
タ
レ
ン
ト
の
オ
ス
マ
ン

サ
ン
コ
ン
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
用
い
、

分
か
り
や
す
く
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
語
り
掛
け
ま
し
た
。
最
後
に
「
人
権

は
長
い
年
月
を
か
け
て
勝
ち
と
っ
て
き

た
権
利
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
身
近
に

人
権
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
是
非
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
講
演
さ
れ
、
中
学
生
は
真
剣
な
面
持

ち
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

　
６
月
 27
日

 （金）
島
田
小
学
校
４
年
生
が

学
校
下
の
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
に
お
い

て
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
作
り
を
体

験
し
ま
し
た
。 

　
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
と
は
、
島
田
小

学
校
周
辺
の
地
名
「
兎
河
内
」
か
ら
と
っ

た
も
の
で
、
自
然
と
の
共
生
を
第
一
義

と
し
て
平
成
 13
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
３
人
の
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ァ
ー

ム
関
係
者
が
先
生
と
し
て
作
り
方
を
教

え
ま
し
た
。 

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
 11

本
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
、
紐
を
使
い
編
み

上
げ
て
い
く
も
の
で
、
保
存
が
よ
け
れ

ば
２
年
も
の
あ
い
だ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

甘
い
香
り
が
漂
い
ま
す
。 

　
い
つ
も
と
は
違
う
授
業
に
最
初
は
と

ま
ど
い
気
味
の
子
供
た
ち
で
し
た
が
、

先
生
か
ら
作
り
方
を
教
わ
る
と
楽
し
そ

う
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
６
月
 21
日
・
 22
日
と
７
月
５
日
・

６
日
は
一
般
の
方
を
対
象
に
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
花
摘
み
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
長
岡
市
か
ら
来
た
方
は
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
香
り
を
嗅
ぎ
な
が
ら
テ
ラ
ス
で
過
ご

す
の
も
一
つ
の
幸
せ
で
す
よ
ね
」
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
と
か
く
最
近
は
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
こ
う
し
て
土

や
草
と
ふ
れ
あ
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み

る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
６
月
 30
日

 （月）
和
島
保
育
所
に
お
い
て

交
通
安
全
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
小
島
谷
駐
在
や
交
通
安
全

協
会
女
性
部
と
と
も
に
、
新
潟
県
警
察

本
部
か
ら
「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」
が
訪
れ
、

腹
話
術
で
子
供
た
ち
に
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
を
教
え
ま
し
た
。
 

　
道
路
を
横
断
す
る
時
は
「
ま
ず
止
ま

る
」
「
左
右
を
確
認
す
る
」
「
手
を
上

げ
て
わ
た
る
」
の
三
つ
の
約
束
を
す
る

と
子
供
た
ち
は
手
を
上
げ
て
大
き
な
声

で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
こ
の
日
は
運
輸
会
社
よ
り
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
グ
ル
ー
プ
も
訪
れ
、

お
猿
さ
ん
の
格
好
を
し
た
職
員
が
紙
し

ば
い
を
使
い
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
に

つ
い
て
教
え
て
い
ま
し
た
。
 

 

う
さ
ぎ
ご
う
ち 



�
ゆ
っ
く
り
　
て
い
ね
い
に 

▲ 優勝した「ひまわりチーム」と応援団のこどもたち 

� 

び
ゅ
〜
て
ぃ
ふ
る 

▲ 左から羽鳥さん、小林さん、八子さん 
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成
人
式
挙
行 

成
人
式
挙
行 

　
７
月
７
日

 （月）
か
ら
 11
日

 （金）
ま
で
の
５

日
間
に
わ
た
り
、
公
民
館
主
催
に
よ
る

第
 20
回
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
あ
わ
せ
て
 20
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
今
年
の
大
会
は
、
２
年
連
続
し

て
、
女
子
高
生
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
今

大
会
に
若
さ
と
パ
ワ
ー
と
華
を
添
え
、

例
年
以
上
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
大

会
で
し
た
。 

　
両
高
地
域
の
人
達
で
構
成
さ
れ
た『
ひ

ま
わ
り
チ
ー
ム
』
が
昨
年
２
位
の
下
町

上
チ
ー
ム
を
決
勝
で
敗
り
、
優
勝
 !!
女

子
高
生
チ
ー
ム
は
３
位
入
賞
と
い
う
結

果
で
し
た
。
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

☆ 

優
　
勝
　
ひ
ま
わ
り
チ
ー
ム 

☆ 

準
優
勝
　
下
町
上
チ
ー
ム 

☆ 

第
３
位
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
チ
ー
ム 

 

     

　
７
月
の
こ
な
か
ク
ラ
ブ
は
、
ゆ
き
わ

り
荘
を
会
場
と
し
て
、
去
る
７
月
５
日

 （土）
に
「
切
り
絵
」
、
７
月
 19
日

 （土）
に
「
ゆ

か
た
の
着
付
け
」
の
体
験
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

◎
切
り
絵
体
験 

　
和
島
切
り
絵
村
の
み
な
さ
ん
の
親
切

な
指
導
の
も
と
、
幼
稚
園
児
か
ら
大
人

ま
で
多
勢
の
参
加
者
が
切
り
絵
に
挑
戦
。

う
ち
わ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
夏
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
切
り
絵
を
制
作
。
参
加
者
た
ち

は
、
３
時
間
と
い
う
長
丁
場
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
休
憩
す
る
間
も
惜
し
ん
で
熱

心
に
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が
手
に

持
つ
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
を
用
い
て
の
学
習
で
あ
っ
た
た

め
、
安
全
な
持
ち
方
や
使
用
法
に
つ
い

て
も
学
び
ま
し
た
。 

 

◎
ゆ
か
た
の
着
付
け
体
験 

　
島
崎
の
タ
カ
子
き
も
の
教
室
の
指
導

の
も
と
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
ゆ
か
た
の

着
付
け
に
挑
戦
。 

　
近
頃
人
気
の
浴
衣
で
す
が
、
「
帯
結

び
は
な
か
な
か
難
し
く
っ
て
…
」
と
い

う
保
護
者
を
含
め
た
参
加
者
た
ち
。 

　
最
初
は
不
安
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し

た
が
、
指
導
者
の
優
し
い
声
と
指
導
に

安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ゆ
か
た
の
着
付
け
を
習
得
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
着
付
け
の
学
習
の
前

に
、
正
し
い
礼
儀
作
法
も
学
び
ま
し
た
。 

　
７
月
４
日

 （金）
新
潟
ス
プ
リ
ン
グ
ス
Ｃ.

Ｃ
　
出
雲
崎
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
会
場
に

第
 16
回
和
島
村
民
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
雨
こ
そ
降
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
強
風
と
い
う
悪
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
な
か
、
 63
名
が
参
加
。
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
随
所
に

ス
ー
パ
ー
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ッ
ト
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、
ナ
イ

ス
イ
ン
の
声
が
会
場
に
響
い
て
い
ま
し

た
。 

　
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

総
合
の
部 

☆
優
　
勝
　
小
林
　
登
美
夫
さ
ん 

☆
準
優
勝
　
羽
鳥
　
仁
一
さ
ん 

☆
第
３
位
　
清
水
　
吉
規
さ
ん 

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部 

　
☆
優
　
勝
　
八
子
　
佐
代
子
さ
ん 

シ
ニ
ア
の
部 

　
☆
優
　
勝
　
羽
鳥
　
仁
一
さ
ん 

ベ
ス
グ
ロ 

　
☆
佐
々
木
　
清
（
 39
・
 43
＝
 82
） 

 

　
８
月
 15
日

 （金）
、
午
前
９
時
 30

分
よ
り
、
和
島
村
役
場
保
健
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
成
人
式
が
と

り
行
な
わ
れ
ま
す
。 

　
今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
 57

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
 58
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
新
成
人
と
な

り
ま
す
。
今
年
の
新
成
人
は
 77

人
で
す
。 

　
成
人
式
当
日
は
式
典
後
、
北

辰
中
学
校
卒
業
当
時
の
校
長
の

佐
藤
寛
氏
に
よ
る
記
念
講
演
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

生 涯 学 習 情 報  

▲ よ～し いい かんじ 
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村
長
講
演
　
い
き
い
き
大
学 

村
長
講
演
　
い
き
い
き
大
学 

〜
少
年
教
室
〜

 

 

　
ひ
よ
こ
教
室
で
は
、
公
開
講
座
と
し

て
和
島
保
育
所
を
会
場
に
「
水
あ
そ
び

広
場
」
を
実
施
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

（
手
や
体
に
絵
の
具
を
塗
る
遊
び
）
や
、

園
庭
プ
ー
ル
で
の
水
あ
そ
び
、
更
に
は
、

歯
の
健
康
に
つ
い
て
の
指
導
会
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
当
日
は
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
一
緒
に
お
手
伝
い
し
て
く
れ
ま
す
。 

◇
期
日
　
８
月
 10
日

 （日） 

　
※
雨
天
の
場
合
は
室
内
あ
そ
び 

◇
時
間
　
午
前
９
時
〜
 11
時
 40
分 

◇
会
場
　
和
島
保
育
所 

◇
対
象
　
１
才
〜
未
就
園
（
３
才
）
の

お
子
さ
ん
と
、
そ
の
保
護
者 

◇
参
加
費
　
無
料 

◇
持
物 

・
大
人
　 

濡
れ
て
も
良
い
服
装
（
水
深
、
膝
下

ま
で
の
水
に
入
り
ま
す
）
、
タ
オ
ル

２
・
３
枚
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
子
供
用

ハ
ブ
ラ
シ
、
手
鏡 

・
子
供 

水
着
（
下
着
で
も
良
い
で
す
）
、
着

替
え 

◎
参
加
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ 

　
教
育
委
員
会
（
�
 74
―
３
１
１
１
）

ま
で 

 

 

　
去
る
６
月
 28
日

 （土）
ゆ
き
わ
り
荘
で
、

８
月
に
磐
梯
青
年
の
家
で
実
施
さ
れ
る

集
団
宿
泊
研
修
の
事
前
学
習
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

　
午
前
中
は
、
各
班
に
わ
か
れ
て
の
昼

食
づ
く
り
。
リ
ー
ダ
ー
の
適
切
な

 （？）
指

示
に
従
い
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
協
力

し
な
が
ら
こ
な
し
、
カ
レ
ー
を
作
り
ま

し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
陶
芸
と
ベ
ッ
ド
メ
イ

キ
ン
グ
の
学
習
を
し
ま
し
た
。
陶
芸
で

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
和
島
陶
芸
サ
ー

ク
ル
会
員
の
指
導
の
も
と
、
土
の
練
り

方
や
制
作
す
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
一
方
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
の
学
習

は
、
よ
り
実
践
的
な
学
習
と
し
て
実
施
。

学
習
会
で
は
指
導
者
の
指
導
の
も
と
、

仲
間
と
協
力
し
あ
い
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
７
月
末
に
実
施
し
た
第
６
回

学
習
で
は
、
集
団
宿
泊
研
修
時
の
役
割

や
き
ま
り
な
ど
の
話
し
あ
い
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
修
を
含
め
２
回
の
研
修
で

本
番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
の
宿
泊
研
修
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
学
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
充
実
し
た
研

修
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
７
月
 10
日

 （木）
に
今
年
３
回
目
の
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
笠
原

村
長
よ
り
「
和
島
村
政
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
村
政
を
行
な
う

に
当
た
っ
て
の
指
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
統
合
問
題
や
道
の
駅
の
事
柄
を

中
心
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
「
長

岡
老
い
を
考
え
る
会
」
会
長
の
平
石
京

先
生
よ
り
「
地
域
と
女
性
と
高
齢
者
」

と
題
し
、
地
域
づ
く
り
で
は
何
事
も
楽

し
く
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
健
康
づ
く

り
は
笑
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
と

の
講
話
が
あ
り
、
受
講
生
全
員
が
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 



�
お
に
ぎ
り
の
作
り
方
を 

　
や
さ
し
く
教
わ
り
ま
し
た 

�
親
子
一
緒
に 

お
い
し
く 

お
に
ぎ
り 
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医療分保険料は所得割・資産割・均等割・平等割の４方式で計算されます。 

1年間の保険料額 

所 得 割  資 産 割  均 等 割  平 等 割  

5.09％ 

各世帯の加入者の 

所得に応じて計算 

26.18％ 

各世帯の加入者の 

資産に応じて計算 

23，000円 

各世帯の加入者数 

に応じて計算 

20，000円 

各世帯に均一の額 

介護分保険料は所得割・均等割の２方式で計算されます。 

1年間の保険料額 

所 得 割  均 等 割  

1.06％ 

各世帯の加入者の所得に応じて計算 

9,500円 

各世帯の加入者数に応じて計算 

平
成
15
年
度 

国
民
健
康
保
険
料
率
が
確
定
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
料
率
が
確
定
し
ま
し
た 

国
民
健
康
保
険
料
率
が
確
定
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
料
率
が
確
定
し
ま
し
た 

国
民
健
康
保
険
料
率
が
確
定
し
ま
し
た 

国
保
料
は
期
日
ま
で
に 

　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う 

国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の 

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す 

国
民
健
康
保
険
の 

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す 

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

　
　
　

　
　
　
や
め
る
と

や
め
る
と
き 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

　
　
　
や
め
る
と
き 

○
お
に
ぎ
り
教
室 

   

　
国
保
の
加
入
者
に
な
っ
た
り
、
国
保

を
や
め
た
り
す
る
と
き
に
は
 14
日
以
内

に
届
出
が
必
要
で
す
。 

○
国
保
に
加
入
す
る
と
き 

・
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
日
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
場
合
） 

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
日

（
退
職
日
の
翌
日
） 

・
出
生
し
た
日 

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日 

○
国
保
を
や
め
る
時 

・
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
日
の

翌
日
、
ま
た
は
そ
の
日 

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た

日
の
翌
日 

・
死
亡
し
た
日
の
翌
日 

・
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日 

   

　
　
国
民
健
康
保
険
証
は
、 15
年
度

用
と
し
て
９
月
１
日

 （月）
か
ら
新
し

い
保
険
証
に
変
わ
り
ま
す
。
現
在

使
用
し
て
い
る
保
険
証
は
、８
月

 31
日

 （日）
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。 

　
　
新
し
い
保
険
証
（
カ
ー
ド
）
は

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
加
入
世
帯
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
現
在
使
用

し
て
い
る
保
険
証
を
引
き
換
え
に

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
国
民
健
康
保
険
料
率
は
、前
年
度
の
医

療
費
等
を
勘
案
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。 

　
保
険
料
の
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
民

健
康
保
険
料（
医
療
分
）は
今
年
度
も
４

方
式
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
、
所
得
割
・
資

産
割
を
据
え
置
き
と
し
、
均
等
割
で 

３
、５
０
０
円
の
減
、平
等
割
で
３
、０
０
０

円
の
減
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
保
険
料
が
年
間
 53
万
円
以
上
に
な
っ

た
場
合
は
、限
度
額
と
し
て
 53
万
円
で
打

ち
切
ら
れ
ま
す
。 

　
介
護
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
分

の
介
護
給
付
費
が
確
定
し
て
い
る
た
め

次
の
よ
う
に
決
定
し
、
所
得
割
と
均
等

割
の
２
方
式
に
よ
り
算
定
を
行
い
、年
間

８
万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。 

　
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、一
定
所
得

以
下
の
世
帯
に
対
し
て
は
、保
険
料
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
引
き
続
き
ひ
と
り
が
健
康
管
理
に
十

分
気
を
つ
け
ら
れ
、
正
し
い
医
療
機
関
へ

の
受
診
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

    

　
滞
納
し
た
場
合
保
険
証
を
返
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

     

　
６
月
 21
日

 （土）
親
子
が
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
楽
し
く
、
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て

も
ら
お
う
と
小
学
校
１
年
生
の
親
子

を
対
象
に
、『
親
子
ふ
れ
あ
い
お
に

ぎ
り
教
室
』が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
健
康
づ
く
り
推
進
員
さ
ん

 15
人
が
、教
室
の
運
営
か
ら
お
に
ぎ

り
の
作
り
方
の
指
導
ま
で
幅
広
く
活

躍
し
ま
し
た
。 

　
教
室
に
は
 33
人
の
親
子
が
参
加
。

最
初
の
１
時
間
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
体
を
動
か
し
た
後
、お
腹

が
す
い
た
と
こ
ろ
で
、
お
に
ぎ
り
を

作
り
始
め
ま
し
た
。 

　
子
供
た
ち
は
お
に
ぎ
り
の
作
り
方

に
つ
い
て
推
進
員
さ
ん
か
ら
教
わ
り

な
が
ら
、一
生
懸
命
お
に
ぎ
り
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
あ
る
推
進
員
さ
ん
は
「
子
供
で
も

十
分
自
分
で
お
に
ぎ
り
は
作
れ
ま
す
。

お
腹
が
す
い
た
ら
自
分
で
お
に
ぎ
り

を
作
っ
て
食
べ
る
よ
う
な
習
慣
を
身

に
つ
け
て
お
く
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
健
康
づ
く
り
推
進
員
は
こ
う
い
っ

た
啓
発
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
成
人
向
け
】 

『
F
U
T
O
N
』
（
富
岡
幸
一
郎
） 

『
エ
・
ア
ロ
ー
ル
』（
渡
辺
淳
一
） 

『
色
鉛
筆
が
く
れ
た
希
望
』 

（
羽
田
紗
織
） 

『
ダ
ン
シ
ン
グ
ラ
イ
フ
』 

（
三
上
晶
代
） 

 

【
幼
児
・
小
学
生
向
け
】 

『
H
O
O
T
』 

（
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ア
セ
ン
） 

『
ち
き
ゅ
う
の
リ
ズ
ム
』 

（
鈴
木
初
江
） 

『
ほ
こ
ら
の
神
さ
ま
』 

（
富
安
陽
子
） 

『
空
色
勾
玉
』
　
（
萩
原
規
子
） 

『
さ
い
ご
の
ま
ほ
う
』 

（
中
島
和
子
） 

『
ナ
ッ
カ
の
お
ば
け
事
件
簿
シ
リ
ー
ズ
』 

『
キ
ャ
ベ
た
ま
た
ん
て
い
シ
リ
ー
ズ
』 

※
読
書
の
夏
休
み
を
過
ご
せ
る

よ
う
、こ
の
他
に
も
数
冊
入
荷

し
ま
し
た
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

麻
呂
の
お
す
す
め
の
一
冊 

〔 

児
童
書
『
ほ
こ
ら
の
神
さ
ま
』
〕 

　
三
人
の
子
供
が
と
り
こ
わ
さ

れ
る
屋
敷
跡
か
ら
、
神
さ
ま
の

家
で
あ
る
古
い
ほ
こ
ら
を
拾
い
、

自
分
た
ち
の
秘
密
基
地
ま
で 

運
ん
で
き
た
。 

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
三

人
の
ま
わ
り
で
次
々
と
ふ
し
ぎ

な
こ
と
が
お
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
 

▲ 講演 岡村 浩 先生 

▲ アニメーション 受付け 
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〜
海
洋
教
室
〜

 

手
話
手
話
で
歌
い
ま
し
ょ
う
!!
 

手
話
で
歌
い
ま
し
ょ
う
!!
 

    

◎
『
３
町
村
合
同
良
寛
講
座
』 

　
午
前
、
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
今

年
９
回
目
を
迎
え
た
良
寛
講
座
が
、
和

島
・
出
雲
崎
・
与
板
の
３
町
村
合
同
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
講
座
は
３
町
村
の
公
民
館
主
催
で

全
３
回
行
な
わ
れ
ま
す
。 

　
今
年
度
の
第
１
回
目
が
和
島
村
で
開

催
さ
れ
、
講
師
に
新
潟
大
学
助
教
授
の

岡
村
浩
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
「
良
寛

と
亀
田
鵬
斎
」
と
題
し
て
の
講
話
を
聞

き
ま
し
た
。
講
話
で
は
島
崎
で
の
良
寛

の
様
子
や
亀
田
鵬
斎
と
の
親
交
の
話
し

等
を
熱
く
語
ら
れ
、
参
加
者
は
講
師
の

話
し
を
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
第
３
回
目
は
、
９
月
７
日

 （日）
に
出
雲

崎
中
央
公
民
館
で
同
先
生
を
講
師
に
「
良

寛
と
会
津
八
一
」
と
題
し
て
講
話
を
い

た
だ
く
予
定
で
す
。 

    

◎
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
良
寛
さ
ん
』 

　
午
後
、
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
良
寛
さ

ん
」
の
上
映
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
上
映
会
は
、
和
島
村
に
深
く
ゆ

か
り
あ
る
良
寛
の
や
さ
し
く
豊
か
な
心

を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
と
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
青
少
年
育
成
村
民
会
議
・
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会
・

青
年
夢
来
の
３
団
体
合
同
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
真
夏
を
感
じ
さ
せ
る
陽
気

の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
良
寛
の
心
を

感
じ
よ
う
と
約
７
０
０
人
の
村
民
が
鑑

賞
。
映
画
の
後
半
部
に
は
、
目
頭
を
熱

く
さ
れ
た
方
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
よ
り

良
寛
の
心
を
身
近
に
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
た
充
実
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

     

　
公
民
館
で
は
、
こ
の
夏
、
手
話
教
室

と
歌
声
教
室
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
組

み
合
わ
せ
た
、
「
手
話
＆
歌
声
教
室
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。 

　
歌
、
手
話
と
も
に
、
表
情
を
豊
か
に

す
る
ば
か
り
か
、
健
康
等
あ
ら
ゆ
る
面

で
有
効
的
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

 10
月
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
み
ん
な

で
発
表
し
ま
し
ょ
う
。 

　
（
予
定
曲
目
／
世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
・
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
） 

◇
期
日
・
会
場 

①
８
月
 12
日

 （火）
・
ゆ
き
わ
り
荘 

　
午
前
 10
時
〜
 11
時
 30
分 

②
８
月
 25
日

 （月）
・
北
辰
中
音
楽
室 

　
午
後
１
時
 30
分
〜
３
時 

③
８
月
 30
日

 （土）
・
ゆ
き
わ
り
荘 

　
午
前
９
時
 30
分
〜
 11
時
 30
分 

※
こ
れ
以
降
は
９
月
・
 10
月
の
主
に
土

曜
日
に
数
回
実
施
し
ま
す
。 

◇
対
象
　
年
齢
問
わ
ず
ど
な
た
で
も 

　
※
男
性
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。 

◇
参
加
費
　
無
料 

◇
持
ち
物
　
筆
記
用
具
　
飲
み
物 

◇
申
込
み
　
８
月
８
日
ま
で
に
公
民
館

（
�
 74
―
３
１
１
１
）
へ 

◇
そ
の
他 

　
合
唱
の
学
習
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
全
回
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

   

　
７
月
６
日

 （日）
、
中
小
島
谷
の
綿
打
の

堤
で
、
海
洋
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
 10
年
前
の
海
洋
教
室
で
、

土
日
や
学
校
帰
り
の
夕
方
に
熱
心
な
活

動
を
行
な
っ
て
い
た
O
B
５
名
が
指
導

を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
O
B
た
ち
は
久
々
に
触
れ
る
カ
ヌ
ー

や
ヨ
ッ
ト
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
カ

ヌ
ー
に
乗
る
と
、
水
を
得
た
魚
の
ご
と

く
水
面
を
快
走
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
姿
を
見
た
現
役
受
講
生
た
ち
は
、

O
B
の
手
や
腕
の
動
き
を
観
察
し
な
が

ら
カ
ヌ
ー
を
手
足
の
よ
う
に
思
い
通
り

に
操
作
し
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

を
体
感
し
ま
し
た
。 
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京都議定書 

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
。
京

都
議
定
書
は
、
先
進
国
（
旧
東
欧
諸
国
も

含
む
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

に
つ
い
て
法
的
拘
束
力
の
あ
る
数
値
目
標

を
定
め
、
地
球
全
体
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。 

　
京
都
議
定
書
が
定
め
た
日
本
の
数
値
目

標
は
、
２
０
０
８
年
〜
２
０
１
２
年
の
間

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
１
９
９
０

年
比
で
６
％
削
減
す
る
こ
と
。
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
日
常
生
活
の
な
か
で
工
夫
を
し
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。 

  

　
京
都
議
定
書
の
基
準
年
で
あ
る
１

９
９
０
年
の
排
出
量
と
比
べ
る
と
、

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
減
は
ど
の
く

ら
い
な
の
で
す
か
。 

 

　
基
準
年
（
１
９
９
０
年
、
一
部
に

つ
い
て
は
１
９
９
５
年
）
で
の
日
本

の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
 12
億
３
３

０
０
万
ト
ン
。
こ
れ
に
対
し
、
２
０
０
０

年
の
総
排
出
量
は
 13
億
３
２
０
０
万
ト
ン

で
、
約
８
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
都
議
定
書
に
よ
り
、
日
本
は
２
０
０
８

年
〜
２
０
１
２
年
ま
で
の
間
に
１
９
９
０

年
比
で
６
％
減
の
 11
億
５
９
０
０
万
ト
ン

に
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
２
０
０
０
年
の
温
室
効
果

ガ
ス
総
排
出
量
か
ら
、
１
億
７
３
０
０
万

ト
ン
も
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

　
２
０
０
３
年
４
月
末
現
在
、
京
都

議
定
書
に
締
結
し
て
い
な
い
国
は
。 

 

　
２
０
０
３
年
５
月
 19
日
現
在
で
、

世
界
１
０
８
か
国
と
欧
州
共
同
体
が

京
都
議
定
書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
二
酸
化
炭
素
を
も
っ
と
も
多
く
排
出
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
が
議
定
書
を
締
結
し
て

い
ま
せ
ん
。 

　
京
都
議
定
書
が
発
効
す
る
（
効
力
が
生

じ
る
）
た
め
に
は
、
 55
か
国
以
上
が
京
都

議
定
書
を
締
結
し
、
締
結
し
た
先
進
国
の

C
O
2
排
出
量
が
す
べ
て
の
先
進
国
の

C
O
2
排
出
量
の
 55
％
以
上
に
な
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
 55
か
国
以
上
の
締
結
と
い
う
要
件
は
満
た

し
て
い
ま
す
が
、
２
０
０
３
年
５
月
 19
日
ま

で
に
京
都
議
定
書
を
締
結
し
た
先
進
国
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
合
計
は
、
す
べ
て
の

先
進
国
か
ら
の
総
排
出
量
の
 43
・
9
％
で
、

未
だ
発
効
要
件
の
「
 55
％
以
上
」
を
満
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
日
本
は
昨
年
６
月
に
京
都
議

定
書
を
締
結
し
ま
し
た
が
、
先
進
国
の
排
出

量
の
 36
・
1
％
を
占
め
る
ア
メ
リ
カ
は
同
議

定
書
へ
の
不
参
加
の
立
場
を
変
え
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
 17
・
4
％
を
占
め
る
ロ
シ
ア
は
未
だ

締
結
を
し
て
い
ま
せ
ん
。 

                  

　
排
出
量
取
引
と
は
な
ん
で
す
か
。 

 

 

　
排
出
量
取
引
は
、
二
酸
化
炭
素
な

ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
、

削
減
目
標
以
上
に
削
減
を
達
成
し
た
国
が

そ
の
余
剰
枠
を
目
標
未
達
成
の
国
に
売
却

で
き
る
制
度
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
現
在
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
有
力
な
手
段
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
世
界
に
先
駆
け
、
２

０
０
２
年
４
月
か
ら
、
国
内
で
の
排
出
量

取
引
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
国
内
の
企
業
に
対
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
目
標
を
設
け
、
目
標
を
達
成

で
き
な
か
っ
た
企
業
と
、
目
標
よ
り
も
多

く
削
減
で
き
た
企
業
と
の
間
で
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
売
り
買
い
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。
Ｅ
Ｕ
全
体
で
も
、
２
０
０

５
年
か
ら
の
導
入
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
今
後
の
導
入
を
検
討
し
て
い

く
た
め
、
平
成
 16
年
度
に
国
内
排
出
量
取

引
の
導
入
が
試
験
的
に
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。 

  

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
を
減
ら
す
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法

が
あ
り
ま
す
か
。 

 

　
環
境
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
家
庭

に
食
器
洗
い
機
を
導
入
す
る
と
、
お

湯
の
消
費
量
を
節
減
す
る
こ
と
が
で
き
、

全
国
で
年
間
１
１
８
〜
１
６
０
万
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
な
り
ま
す
。
ま
た

テ
レ
ビ
番
組
を
選
び
、
１
日
１
時
間
テ
レ

ビ
の
利
用
を
減
ら
す
と
、
全
国
で
年
間
 19

〜
 35
万
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団

ら
ん
し
、
暖
房
と
照
明
の
利
用
を
２
割
減

ら
す
と
、
全
国
で
年
間
３
４
１
〜
４
６
７

万
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果
が
あ

り
ま
す
。 

　
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
の
効
果
は
小
さ

く
て
も
、
で
き
る
だ
け
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
工
夫
を
心
が
け
、
み
ん
な
が
そ
れ
を

実
践
す
れ
ば
、大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。 

 

 

� 

矢
川
ふ
れ
あ
い
公
園（
巻
町
） 
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合併までの手続きは 合併までの手続きは 合併までの手続きは 

法定合併協議会の設置 

関係町村の議会で合併の議決 

知事への申請 

県議会の議決と知事の決定 

総務大臣への届け出と告示 

新 町 発 足  

〜
舞
台
は
法
定
協
議
会
へ
〜

〜
舞
台
は
法
定
協
議
会
へ
〜 

三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
を
設
置

三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
を
設
置 

 

〜
舞
台
は
法
定
協
議
会
へ
〜

〜
舞
台
は
法
定
協
議
会
へ
〜 

三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
を
設
置

三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
を
設
置 

 

〜
舞
台
は
法
定
協
議
会
へ
〜 

三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
を
設
置 

 

・関係町村の議会が全て合併協議会の
設置を可決した場合、合併協議会を
設置する 

【協議事項】 
・合併の是非 ・合併の方式 ・合併
の期日 ・新町の名称 
・事務所の位置 ・財産及び公の施設
の取扱い ・議員の定数及び任期の取
扱い ・地方税の取扱い ・農業委員
の定数及び任期の取扱い 
・一般職の職員の身分 ・地方審議会
の設置 ・新町建設計画 ・その他必
要事項 

町村名 

出雲崎町 

出席議員数 賛成 反対 採決方法 

14 10 4 記名投票 

与板町 14 9 5 記名投票 

和島村 13 12 1 起立採決 

【各町村議会採決の結果】 

※出席議員数には議長を含みません。 

    

　
７
月
５
日

 （土）
、
与
板
土
木
事
務

所
で
は
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
河
川
整
備
計
画
を
策
定

し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

「
ふ
れ
あ
い
水
辺
」
空
間
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
充
実
し

た
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
今
後
は
郷
本
川
河
川
改
修
に
伴

い
周
辺
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
「
地

域
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
川
づ
く

り
を
考
え
」
快
適
で
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
の
実
現
に
努
め
、
こ
れ
を

次
世
代
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
新
潟
県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

http://w
w
w
.pref.niigata.jp/

　
７
月
７
日

 （月）
に
出
雲
崎
町
、
与
板
町
、

和
島
村
に
お
い
て
議
会
臨
時
会
が
開
か

れ
、
「
三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
」
の
審
議
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

　
採
決
の
結
果
、
３
か
町
村
と
も
賛
成

多
数
で
可
決
。
７
月
 10
日

 （木）
に
「
三
島

郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
」
（
法
定
協

議
会
）
が
設
置
さ
れ
、
７
月
 15
日

 （火）
に

新
潟
県
知
事
に
設
置
届
出
を
行
い
ま
し

た
。 

　
な
お
、
法
定
協
議
会
の
設
置
に
よ
り
、

平
成
 14
年
６
月
 27
日
に
設
立
さ
れ
た
「
三

島
郡
３
か
町
村
合
併
任
意
協
議
会
」
は

平
成
 15
年
７
月
９
日
で
解
散
し
、
今
後

は
新
し
い
合
併
協
議
会
の
場
で
、
合
併

に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
に
入
り
ま
す
。 

   

Ｑ 

任
意
協
議
会
と
法
定
協
議
会
は

　  

ど
こ
が
違
う
の
？ 

 

Ａ 

今
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
合
併

任
意
協
議
会
は
、
法
律
に
基
づ
か
な
い

任
意
の
協
議
会
で
あ
り
、
合
併
の
調
査

研
究
を
目
的
に
会
議
や
対
話
集
会
等
を

行
い
、
合
併
に
関
す
る
課
題
や
問
題
点

の
整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
設
置
さ
れ
た
「
法
定
協
議
会
」

は
、
地
方
自
治
法
と
市
町
村
の
合
併
の

特
例
に
関
す
る
法
律
（
合
併
特
例
法
）

に
基
づ
く
協
議
会
で
す
。
こ
れ
は
、
関

係
町
村
議
会
に
お
い
て
規
約
を
定
め
議

決
さ
れ
、
関
係
町
村
の
議
会
が
全
て
可

決
し
た
場
合
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
今
後
は
、
３
か
町
村
の
連
絡
調
整
及

び
新
町
建
設
計
画
作
成
等
、
合
併
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
協
議
を
行
う
組
織
と
な

り
ま
す
。 

 

Ｑ 

新
町
建
設
計
画
っ
て
な
に
？ 

 

Ａ 

新
町
が
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
、
新
町
、
新
潟
県
が
実
施
す
る

事
業
等
を
内
容
と
す
る
計
画
の
こ
と
で
、

次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
な
り
ま
す
。 

・
新
町
の
建
設
の
基
本
方
針 

・
新
潟
県
が
実
施
す
る
新
町
の
建
設
の

根
幹
と
な
る
べ
き
事
業
に
関
す
る
事

項 

・
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
に
関
す
る

事
業 

・
新
町
の
財
政
計
画 

 

　
新
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
も
の

で
あ
り
各
種
財
政
支
援
を
受
け
る
た
め

に
も
必
要
な
計
画
で
す
。
な
お
、
こ
の

建
設
計
画
は
県
知
事
と
協
議
の
う
え
作

成
し
ま
す
。 

 

■
町
村
合
併
に
関
す
る
お
問
合
せ
先 

　
三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
事
務
局 

　
（
�
 78
―
３
８
８
０
） 

 



和
島
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

和
島
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果 

和
島
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

和
島
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果 

和
島
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果 

◎
侯
補
者
別
得
票
数 

◎
投
票
の
状
況 

　
去
る
７
月
13
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
和
島
村
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
な
お
、
新
議
員
の
皆
様
に
は
14
日
に
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。 

当
　
早
　
川
　
タ
カ
子
…
3
6
8
・
2
1
5 

当
　
竹
　
内
　
嘉
　
秀
…
3
0
4 

当
　
小
　
林
　
　
　
博
…
2
8
4 

当
　
小
　
林
　
　
　
豊
…
2
7
1 

当
　
池
　
田
　
　
　
弥
…
2
6
7 

当
　
神
　
子
　
義
　
彦
…
2
4
9 

当
　
山
　
田
　
伸
　
雄
…
2
3
8
・
5
8
9 

当
　
星
　
　
　
徳
　
司
…
2
3
8 

当
　
早
　
川
　
喜
一
郎
…
2
3
7
・
7
8
4 

当
　
山
　
　
　
正
　
義
…
2
3
3 

当
　
八
　
子
　
八
十
　
…
2
1
9 

当
　
倉
　
部
　
昭
　
一
…
2
0
4 

当
　
羽
　
鳥
　
　
　
正
…
1
9
2 

当
　
向
　
笠
　
　
　
孝
…
1
9
1 

　
　
山
　
田
　
　
　
忠
…
1
6
6
・
4
1
0 

　
　
　 

　
（
無
効
票
…
24
票
） 

・
当
日
の
有
権
者
数 

　
　
男
…
１
、９
８
３
人 

　
　
女
…
２
、１
５
３
人 

　
　
計
…
４
、１
３
６
人 

 

・
投
票
者
数 

　
　
男
…
１
、７
５
７
人 

　
　
女
…
１
、９
３
０
人 

　
　
計
…
３
、６
８
７
人 

 

・
投
票
率 

　
　
男
…
88
・
60
％ 

　
　
女
…
89
・
64
％ 

　
　
計
…
89
・
14
％ 

 

・
有
効
投
票
数 

　
　
３
、６
６
３
票 
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長
岡
三
古
老
人
福
祉 

会
職
員
募
集 

高
圧
ガ
ス
製
造
保
安 

責
任
者
等
試
験
に
つ
い
て 

不
妊
に
つ
い
て
お
悩
み 

の
方
へ 

   

　
こ
の
度
、
平
成
 16
年
春
頃
オ
ー
プ
ン

予
定
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
開
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桐

原
の
郷
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
棟
増
床
等
に

伴
う
職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

■
募
集
職
員
　
採
用
人
員 

・
介
護
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
 22
名 

（
準
職
員
含
む
） 

・
看
護
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
４
名 

・
介
護
支
援
専
門
員
　
　
　
　
　
３
名 

・
生
活
相
談
員
・
支
援
相
談
員
　
６
名 

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士 

　
言
語
療
法
士
　
　
　
　
　
　
　
３
名 

・
管
理
栄
養
士
　
　
　
　
　
　
　
１
名 

■
募
集
期
間 

　
８
月
１
日

 （金）
〜
８
月
 29
日

 （金） 

　
（
土
日
は
除
く
） 

■
採
用
試
験
日 

　
９
月
８
日 

■
採
用
年
月
日 

　
平
成
 16
年
４
月
１
日
予
定 

■
勤
務
地 

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
荒
戸
（
仮
称
） 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
荒
戸 

　
（
仮
称
） 

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
大
荒
戸

　
（
仮
称
） 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桐
原
の
郷

他
、
長
岡
市
、
三
島
町
、
与
板
町
、

和
島
村
、
寺
泊
町
の
法
人
内
各
施
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

■
お
問
合
せ
及
び
募
集
要
項
配
布
先 

社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉

会
法
人
本
部
事
務
局 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槙
山
け
や
き

苑
内 

長
岡
市
槙
山
町
１
５
９
３
―
１ 

（
�
 29
―
２
５
０
０
） 

   

　
高
圧
ガ
ス
に
係
る
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
試
験
の
種
類
に
応
じ
て
、
受
験

願
書
等
の
申
込
先
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
受
験
願
書
申
込
先 

・
甲
種
化
学
・
機
械 

・
乙
種
化
学
・
機
械 

・
丙
種
化
学
（
特
別
科
目
） 

・
第
一
種
販
売 

（
社
）
新
潟
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会 

（
�
０
２
５
―
２
４
４
―
３
７
８
４
） 

・
丙
種
化
学
（
液
石
） 

・
第
二
種
販
売 

・
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士 

（
社
）
新
潟
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会 

（
�
０
２
５
―
２
６
７
―
３
１
７
１
） 

・
第
一
種
冷
凍
機
械 

・
第
二
種
冷
凍
機
械 

・
第
三
種
冷
凍
機
械 

　
新
潟
県
冷
凍
空
調
設
備
保
安
協
会 

（
�
０
２
５
―
２
４
３
―
３
８
０
８
） 

■
試
験
日 

平
成
 15
年
 11
月
９
日

 （日） 

平
成
 15
年
 11
月
 23
日

 （日）
（
液
化
石
油

ガ
ス
設
備
士
試
験
に
係
る
技
能
試
験
） 

■
試
験
地 

新
潟
市 

長
岡
市 

上
越
市
（
液
化
石

油
ガ
ス
設
備
士
試
験
は
新
潟
市
の
み
） 

※
甲
種
化
学
・
機
械
、
第
一
種
冷
凍
機

械
は
、
県
内
で
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。 

■
願
書
受
付
期
間 

　
８
月
 25
日

 （月）
〜
９
月
５
日

 （金）  

   

　
不
妊
な
ど
で
お
悩
み
の
方
に
、
専
門
医

師
が
個
別
に
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
無
料
で
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

◎
新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院
会
場 

（
新
潟
市
旭
町
通
１
―
７
５
４
） 

■
面
接
相
談
日 

毎
週
火
曜
日 

午
後
４
寺
か
ら
６
時 

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。 

sodan@
m
ed.niigata-u.ac.jp 

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

同
病
院
産
科
婦
人
科
学
教
室 

（
予
約
受
付
時
間
平
日
午
前
 10
時
か

ら
午
後
４
時
）  

（
�
０
２
５
―
２
２
５
―
２
１
８
４
） 

◎
県
立
中
央
病
院
会
場 

　
（
上
越
市
新
南
町
２
０
５
） 

■
面
接
相
談
日 

毎
月
第
１
木
曜
日 

午
後
１
時
か
ら
３
時 

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

同
病
院
産
婦
人
科
外
来 

（
予
約
受
付
時
間
平
日
午
後
１
時
か

　
ら
午
後
４
時
） 

（
�
０
２
５
―
５
２
２
―
７
７
１
１
） 
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INFORMATION

8月の納税・納入 
国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○

○ 

○ 

8月 

INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

8月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■休日救急当番医表�

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

  24日（日）�

  17日（日）�

    3日（日）�

  10日（日）�

  31日（日）�

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262 
�27－7755

斎 藤 医 院  
杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

�32－4499 
�32－1546 
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

明 石 医 院  

斎 藤 医 院  

小 林 医 院  

丸 岡 医 院  

トマトレディスクリニック 

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

『リリックあそびの国２００３』 

◆期　日／8月10日（日）　10時～15時30分 
◆会　場／長岡リリックホール 
◆内　容／ブラックライトパネルシアター、楽器さわ

り・合奏体験コーナー、わらべうた、パ
フォーマンスコーナー、絵本コーナーなど 

◆問合せ／長岡市芸術文化振興財団（� 29－7715） 

長岡市 

『第８回中之島夏祭り』 

◆期　日／8月10日（日）　15時から21時 
◆会　場／町道中之島線の町役場前住宅団地内公園 
◆内　容／昼は子どもみこし、フリーマーケット、夜

は大民謡流し、太鼓の競演など、 
◆問合せ／中之島町企画課（� 61－2011） 

中之島町 

『出雲崎夕日コンサート』 

◆期　日／8月9日（土） 
◆会　場／天領の里イベント広場 
◆内　容／美しい出雲崎の夕日をバックに日本を代表

するアマチュアバンドの生演奏をお楽しみ
ください。 

◆問合せ／出雲崎夕日の会（� 78－2457） 

出雲崎町 

水 木 金 土 火 月 日 
      1 2 
 3 4 5 6 7 8 9 
 10 11 12 13 14 15 16 
 17 18 19 20 21 22 23 
 24 25 26 27 28 29 30 
 31

○子育て支援センターとは 
毎週水曜日、和島保育所をお子さんの遊び
場、保護者の方の育児不安の相談及び仲
間づくりの場として開放しています。予約
は必要ありません。お気軽にお出でください。 

○お問合せ…住民課福祉係（� 74－3111） 
 

Ｑ
　
高
齢
者
で
持
病
も
あ
っ
て
、

外
出
し
づ
ら
い
状
態
な
の
で
す
が
、

歯
は
抜
い
た
方
が
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
 

 Ａ
　
で
き
る
だ
け
早
く
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
師
に
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

　
原
則
的
に
は
歯
は
で
き
る
だ
け

抜
か
な
い
方
が
良
い
の
で
す
が
、

歯
の
状
態
や
全
体
の
状
態
と
も
お

お
い
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
比
較

的
丈
夫
な
歯
で
お
手
入
れ
も
し
っ

か
り
で
き
る
よ
う
な
ら
、
定
期
的

な
歯
科
健
診
を
続
け
る
こ
と
で
歯

を
抜
か
な
い
で
す
む
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
 

　
歯
が
弱
く
む
し
歯
が
あ
る
、
歯

周
病
が
進
行
し
て
い
る
、
身
体
が

不
自
由
で
歯
の
手
入
れ
が
し
に
く

い
、な
ど
の
状
態
で
あ
れ
ば
歯
を
抜

い
た
方
が
良
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

悪
い
歯
を
無
理
に
残
し
て
お
く
と
、

寝
た
き
り
に
な
っ
た
と
き
に
歯
磨

き
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、

持
病
の
薬
と
の
関
連
で
抜
歯
が
で

き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
あ
る
程
度
、

我
慢
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
 70
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
抜
歯
す
る

か
残
す
か
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
師
と
よ
く
相
談
さ
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
 

開設日 

6日（水） 

13日（水） 

20日（水） 

27日（水） 

活動内容 開催場所 開催時間 

 

 

午前９時３０分 

から 

午前１１時３０分 

水遊び 

休　み 

水遊び 

新聞紙で遊ぼう 

発育測定 

保育所園庭 

 

保育所園庭 

保育所 

にこにこルーム 
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計
画
外
流
通
米
売
渡
の 

届
出
に
つ
い
て 

放
送
大
学
学
生
募
集
の 

お
知
ら
せ 

お
詫
び
と
訂
正 

 　
広
報
わ
し
ま
７
月
号
３
ペ
ー
ジ
写

真
下
の
名
前
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
５
ペ
ー
ジ
の
「
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
」
に
つ
い
て
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
詫

び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

正
　
菊
地
美
芳
さ
ん 

誤
　
菊
地
美
若
さ
ん 

 

正
　
「
助
成
対
象
↓
通
院
は
０
・
１
・
２
・  

３
歳（
誕
生
月
の
末
日
ま
で
）」 

誤
　
「
助
成
対
象
↓
通
院
は
０
・
１
・ 

　
２（
誕
生
月
の
末
日
ま
で
）」 

　この度、村の役に立てていただければと、「鎧
兜と刀剣」のご寄贈がありました。 
　この「鎧兜と刀剣」は、村田の泉蔵寺の元
ご住職、故中曽根詮勇様が収集されていたも
ので、中曽根様が亡くなられたことを機に、
奥様の幸子様が「和島村の観光振興に利用し
て下さい。」というご主旨でご寄贈されたも
のです。兜、面頬、帯、篭手、草摺、臑当な

どに加え、唐櫃と甲冑
には桔梗の家紋が入っ
た逸品です。 
　また、中曽根様からは
明治初期の「和綴じ本」
を始めとした、古書数
十冊のご寄贈もいただ
きました。これらは、
燻蒸処理等を行った上
で大切に保管し、時期
をみて「鎧兜と刀剣」
とともに公開していき
たいと考えています。 

　和島村では平成13年度から日本学校保健会
の委託事業「児童生徒等歯･口の健康つくり推
進事業」を受けて、幼稚園・保育所、小･中学
校の一貫した歯･口の健康づくりに取り組んで
きました。 
　この事業は、幼児、児童､生徒の時期に歯・
口の健康づくりを行うことで、生涯を通して
健康の基盤を作ろうというものです。事業の
実施に伴い「和島村歯･口の健康つくり推進委
員会」を設置し、健康づくりに大切な生活習
慣を作り上げるために、啓発活動、実践活動
を行ってきました。この度、講演会を計画し
ましたので是非共お集まり下さい。 
■日　時 
　8月9日（土）午前9時30分～10時20分 
■場　所　和島幼稚園　遊戯室 
■講　師　阿部　洋一郎　様（学校歯科医） 
■演　題 「生涯にわたる健康な歯･口つくりの
　　　　　生活習慣の育成を目指して」 

   

■
計
画
外
流
通
米
を
売
渡
す
に
は
届
出

が
必
要
で
す 

　
計
画
外
流
通
米
を
売
渡
す
場
合
に

は
、あ
ら
か
じ
め
、北
陸
農
政
局
新
潟

農
政
事
務
所
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。 

※
「
計
画
外
流
通
米
」
と
は 

・
第
一
種
登
録
出
荷
取
扱
業
者
（
農
協

等
）
以
外
の
者
に
売
渡
す
米
穀 

・
第
一
種
登
録
集
荷
取
扱
業
者
に
売
渡

す
場
合
で
も
、
各
生
産
者
に
市
町
村

か
ら
通
知
さ
れ
た
「
計
画
出
荷
基
準

数
量
」
を
越
え
て
売
渡
す
米
穀
を
い

い
ま
す
。 

※
届
出
が
な
い
と
、
 10
万
円
以
下
の
過

料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

■
届
出
は
米
の
価
格
安
定
を
図
る
た
め

重
要
で
す 

　
計
画
外
流
通
米
は
、
食
糧
法
に
お

い
て
法
的
に
位
置
づ
け
さ
れ
た
合
法

的
な
も
の
で
す
。
届
出
は
、
全
体
の

米
の
流
通
量
を
把
握
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
価
格
の
安
定
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

■
農
協
等
に
委
託
し
て
届
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す 

　
届
出
は
、
農
協
等
に
委
託
し
て
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
北
陸
農
政
局

新
潟
農
政
事
務
所
が
お
近
く
に
な
い

方
は
、
農
協
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
く
わ
し
く
は
北
陸
農
政
局
新
潟
農
政

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

　
く
ず
米
等
の
売
渡
し
で
届
出
を
必

要
と
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

不
明
な
点
は
北
陸
農
政
局
新
潟
農
政

事
務
所
、
農
協
等
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

■
お
問
合
せ 

　
北
陸
農
政
局
新
潟
農
政
事
務
所
地

域
第
一
課 

　
（
�
 27
―
２
０
１
１
） 

　
（
�
 27
―
２
０
１
２
） 

   

　
放
送
大
学
で
は
、
第
２
学
期
（
 10
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
大
学
で
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
放
送

で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
新

潟
県
内
で
は
現
在
約
１
８
０
０
名
の
学

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

■
募
集
期
間 

○
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生 

　
６
月
 15
日
〜
８
月
 31
日 

○
大
学
院
修
士
全
科
生
（
平
成
 16
年
４

月
入
学
） 

　
９
月
１
日
〜
９
月
 16
日 

■
募
集
す
る
学
生
の
種
類 

○
学
部 

・
全
科
履
修
生（
卒
業
を
目
指
す
学
生
） 

・
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
） 

・
科
目
履
修
生（
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生
） 

○
大
学
院 

・
修
士
全
科
生
（
修
士
の
学
位
取
得
を

め
ざ
す
学
生
） 

・
修
士
科
目
生（
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生
） 

■
学
　
費 

○
入
学
金 

・
全
科
履
修
生
　
　
２
０
、０
０
０
円 

・
選
科
履
修
生
　
　
　
７
、０
０
０
円 

・
科
目
履
修
生
　
　
　
５
、０
０
０
円 

・
修
士
全
科
生
　
　
４
０
、０
０
０
円 

・
修
士
科
目
生
　
　
１
０
、０
０
０
円 

○
授
業
料 

・
学
　
部
　
１
単
位
　
５
、０
０
０
円 

・
大
学
院
　
１
単
位
１
０
、０
０
０
円 

■
多
様
な
科
目 

　
外
国
語
、工
学
、文
学
、心
理
学
、健

康
科
学
な
ど
約
３
０
０
科
目
開
講 

■
専
門
家
を
目
指
す
大
学
院 

　
総
合
文
化
、
政
策
経
営 

　
教
育
開
発
、
臨
床
心
理 

■
資
料
請
求
・
お
問
合
せ
先 

放
送
大
学
新
潟
セ
ン
タ
ー 

〒
９
５
１
―
８
１
２
２ 

新
潟
市
旭
町
通
１
番
町
７
５
４
番
地 

（
�
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１
） 

 

家
族
で
気
を
つ
け
て
い
る
事 
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ボ
イ
ラ
ー
取
扱
業
務
従
事
者 

安
全
衛
生
教
育
に
つ
い
て 

北
陸
農
政
局
長
岡
統
計
・ 

情
報
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更 

55
周
年
を
迎
え
た
検
察 

審
査
会 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え 

に
つ
い
て 

　最近村内で下水道接続済のお宅に、宅内配管の点検
清掃をおこなう村外業者が戸別訪問していますが、こ
れは和島村役場で行なっているものではありません。
もし不審な点がありましたら役場までご連絡ください。 
　また下水道の流れが悪いことがありましたら、役場
地域開発課までご連絡ください。 
■お問合せ　役場地域開発課（�74－3111） 

　
ぼ
く
の
家
族
は
歯
の
事
で
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一

人
が
歯
み
が
き
を
忘
れ
て
い
る
時
、

だ
れ
か
が 

「
歯
み
が
き
わ
す
れ
て
い
る
よ
。」

と
一
人
が
言
っ
て
や
る
事
で
す
。

ぼ
く
も
た
ま
に
、
わ
す
れ
て
い

る
時
だ
れ
か
が
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
は
あ
ん
ま
り
注
意
は
し
な

い
け
れ
ど
よ
く
注
意
さ
れ
る
の

で
今
度
か
ら
な
る
べ
く
す
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
あ
と
、
歯

み
が
き
を
す
る
時
歯
み
が
き
こ

を
つ
け
る
こ
と
に
気
を
つ
け
て

い
ま
す
。
で
も
歯
み
が
き
こ
が

な
く
な
っ
た
時
は
、
し
か
た
な

く
つ
け
な
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

歯
み
が
き
こ
が
な
い
時
は
、
と

て
も
て
い
ね
い
に
ゆ
っ
く
り
と

歯
み
が
き
を
や
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、

パ
パ
ッ
と
や
っ
て
し
ま
う
時
は
、

お
母
さ
ん
が
、 

「
も
っ
と
て
い
ね
い
に
、
ゆ
っ

く
り
と
や
り
な
さ
い
。
」 

と
言
う
の
で
ぼ
く
は
、
し
ぶ
し

ぶ
や
り
ま
す
。
ぼ
く
は
歯
み
が

き
の
時
同
じ
所
を
多
く
や
っ
て

し
ま
う
の
で
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
、 

「
同
じ
所
ば
っ
か
り
み
が
い
て

ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。
」 

と
怒
っ
て
言
い
ま
す
。
ぼ
く
は

そ
の
時
、
一
し
ゅ
ん
び
く
っ
と

し
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
注
意

す
る
時
、
こ
わ
い
で
す
。
ぼ
く

は
家
族
と
注
意
し
あ
っ
て
歯
を

大
切
に
し
た
い
で
す
。 

   

　
ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
に
従
事
す
る
者
は

安
全
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
、
従
来
に

も
ま
し
て
高
度
な
知
識
と
技
術
が
要
求

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
労
働
安
全

衛
生
法
第
 60
条
の
２
に
基
づ
く
標
題
の

講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
を
必
ず
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
講
習
実
施
状
況
は
新
潟

労
働
局
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

■
受
講
対
象
者 

　
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
（
一
級
・
二
級
）

及
び
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習
修
了
証

取
得
後
概
ね
５
年
以
上
経
過
し
た
者 

■
講
習
科
目 

・
ボ
イ
ラ
ー
の
性
能
検
査
と
日
常
管
理 

・
ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
と
保
守
管
理 

■
受
講
料 

　
会
員
　
　
４
、５
０
０
円 

　
非
会
員
　
６
、０
０
０
円 

　
（
消
費
税
込
み
・
テ
キ
ス
ト
代
は
含

　
　
み
ま
せ
ん
） 

■
教
　
材 

「
最
近
の
ボ
イ
ラ
ー
と
そ
の
取
扱
い
」 

補
助
教
材
「
ボ
イ
ラ
ー
事
故
の
動
向
」

ほ
か 

■
日
　
程 

・
新
潟
会
場 

　
９
月
９
日

 （火） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館 

・
長
岡
会
場 

　
９
月
 25
日

 （木） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟 

■
定
　
員 

　
各
会
場
　
 40
人 

■
申
込
方
法 

　
「
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
業
務
従
事
者
安
全

衛
生
教
育
申
込
書
」
に
、
受
講
料
等
を

添
え
、
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部

へ
持
参
す
る
か
、
又
は
送
付
（
書
留
）

し
て
下
さ
い
。 

　
な
お
、
①
小
切
手
及
び
銀
行
振
込
送

金
は
取
扱
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
②
申
込

後
の
受
講
取
消
の
場
合
、
受
講
料
は
お

返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
締
切 

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部 

　
〒
９
５
０
―
０
９
６
５ 

　
新
潟
市
新
光
町
６
―
４
新
潟
県
ト
ラ
ッ

　
ク
総
合
会
館
４
階 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
０
―
０
１
０
０
） 

   

　
農
林
水
産
省
の
組
織
改
編
に
よ
り
７

月
１
日
か
ら
「
北
陸
農
政
局
新
潟
統
計

情
報
事
務
所
長
岡
出
張
所
」
の
名
称
が

「
北
陸
農
政
局
長
岡
統
計
・
情
報
セ
ン

タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
今
後
も
生
産
者
消
費
者
双
方
の
情
報

の
受
発
信
拠
点
と
し
て
業
務
を
遂
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

   

　
今
年
は
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ

て
 55
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
交
通
事
故

な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官

が
加
害
者
を
不
起
訴
処
分
に
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
こ
の
不
起

訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
、
そ

れ
が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。 

　
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
 11

人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
約
 14
万
件
の
事
件
を
取
扱
い
、

約
１
、
２
０
０
件
の
事
件
つ
い
て
そ
の

議
決
に
基
づ
い
て
起
訴
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
長
岡
検
察
審
査
会
事
務

局
（
�
 35
―
２
１
４
１
）
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。 

                 

   

　
与
板
町
外
２
ヶ
町
村
水
道
企
業
団
で

は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、
一
定
の

期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を
無

料
で
お
取
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

　
該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
企
業
団
の
委

託
業
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
取
替
期
間 

　
８
月
 19
日
〜
８
月
 28
日 

■
お
問
合
せ 

　
与
板
町
外
２
ヶ
町
村
水
道
企
業
団
　 

　
業
務
課
　
（
�
 72
―
２
２
５
９
） 
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